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地球の全体像が少しづつ見えて き たこと により ，雪
氷の新たな重要性が認識されて き た と言えよう 。雪
や氷はあまり にも身近な存在であるが，その性質は
時間的，空間的に激 しく 変化 し，研究対象 としては
難 しい と思う 。従ってお もし ろ いとも 言え る。
雪氷防災研究を遂行 し，蓄えてきた知識，手法を
地球科学と い う 広いフ ィー ル ドに適用し，防災科研




こ の期間に震源決定 さ れたマグニチュー ド (M)
4 以上の地震は7 個である
その内深発地震は2 個であっ た。
月 日 時 分 深さ(km) M 震央地名
11/12 06:01 49 4.3 東 京 地 方
11/15 11:56 377 4.7 記伊半島肖東沖
11/18 07:17 234 4.5 長野県西部
11/20 07:32 124 4.9 埼玉県北部
11/24 16:19 71 4.6 千葉県北東部
11/25 14:16 5 4.3 福島県東方沖
11/28 11 :47 25 4.6 茨城県東方沖
11月12日06時01分東京地方で有感地震があ った。
同 日08時19分，ほぽ同 じ と ころにM2.9深さ46kmの
余震が発生 した。こ の地域でM4 以上の地震が発生
し たのは1992年12月27 日 ，M4.2 深さ26km以来であ
る。群馬 ・栃木県境付近の小 ・ 微小地震は先月に続
いて活動 している。今月は34個観測さ れ最大地震は











9 月4 日よ り 3ヶ月 にわた り ，当研究所にて実施
さ れた第19回J I C A集団研修 「防災科学技術」コ
ー スが，多 くの皆様のご協力を持ちま して，参加者
11名全員が修了証書を手に，無事終了し ました。
防災技術の修得はも とよ り，日本の文化に積極的
に溶け込もう と， カルチャー シ ョッ ク を受けながら
も 日本での滞在を楽 しんだよう です。
185名のOBに加わった今年の研修員 の皆 さん に
も ，こ の研修の経験を活かし，今後の活躍を期待 し
たいと 思い ま す。








管理部庶務課 ( 8 . 3 .31ま で）
管理部会計課 ( 8 .4 .30まで）
管理部会計課 ( 8 .3 .31ま で）
管理部企画課 ( 8 .3 .31ま で）
· 12.10�  12.17 石田 瑞穂 （地圏地球科学技術研
究部地震活動研究室長）米国研究者連合と の共
同研究に関する打ち合わせのため。 （米国）
· 12.10�  12.17 関口 渉次 （地圏地球科学技術研
究部地震活動研究室主任研究官）／福山 英一
（地圏地球科学技術研究部地震活動研究室主任
研究官）／堀 貞喜 （地震予知研究セ ン ター 地
震前兆解析研究室主任研究官）／松本 拓已
（地震予知研究セ ン ター 地震前兆解析研究室）
国際研究集会 「米国地球物理学連合1995年秋季
大会」に参加のため。 （米国）











· 11 .23� 12 .12  J .  Bourgeois （カ ナダ）共同研究
「雪氷コア解析」を行うため。
· 12 .  6 � 1 2.27  T .  S imking ( タイ ）JERS - 1 




· 11 .26� 12. 6 中根 和郎 （気圏 ・水圏地球科学
技術研究部水循環研究室長）「東南アジ ア モン
スー ン地域の水文環境の変動 と 水資源への影
響」のための現地調査と資料収集のため。
（タイ ）




· 12. 6 � 12.12 池田隆司 （地圏地球科学技術研究
部地球化学研究室長）堀削によ る大陸地殻観測
に関する国際ワー ク シ ョッ プ開催のための事前
打ち合わせのため。 （米国）








11月21日 科学技術庁 栗原海洋開発課長 他
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